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平成 28年度第 3回機器及び安全に関する委員会	 議事録 
日時：平成 28年 12月 8日（木） 17:30～19:30 
場所：日本超音波医学会事務局会議室 
参加者（12名、敬称略）：秋山いわき、菊池昭彦、工藤信樹、石原謙、市塚清健、梅村晋一
郎、尾本きよか、近藤隆、内藤みわ、名取道也、山川誠、新田尚隆（記録） 
 
１．前回議事録確認 
・	前回議事録を承認した。 
 
２．第 90回学術集会シンポジウムにおける本委員会主催特別企画について 
・	安全性に関するクイズ形式とすることを承認した。 
 
３．超音波診断装置の添付文書テンプレートについて 
・	理事会での意見を受け、記載内容を再検討することとなった。 
 
４．超音波の生体作用実験ガイドラインについて 
・	第 4回の執筆内容について承認した。 
 
５．経膣プローブの消毒法に関する小委員会報告 
・	「経膣プローブの取扱いに関する注意」を本会公式ウェブの「超音波診断装置の安全性

に関する勧告や資料」のページに公開した。 
 
６．今年度事業報告、及び来年度事業計画について 
・	案を承認した。 
 
７．来年度予算案について 
・	案を承認した。 
 
８．IEC/TC87会議報告 
・	 2016年 9月 5日～10日、仙台市にて同会議が開催された。 
・	新規項目として、日本提案の熱画像温度測定法が承認され、審議が開始された。 
・	次回以降は、2017年ウィーン、2018年チェコで開催予定。 
 
９．その他 
・	次回日程は、後日調整。 
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